


















































2 ) 悌教大学総合研究所 ri争土教の総合的研究」研究班編『無量寿経論校異dJ (悌教大学総合研究
所1999年 1月刊)。本書に収められた岸一英教授の論孜に従って，本稿では『無量寿経論』のタ
イトルを用いる。





























































































6) Sylvain Levi ed.， Mahayana-Sutralarrtkara， (Paris 1907) p. 41， l.19・20.
7) 長尾雅人博士の索引 (part1， p.xiii)に指摘されているように，チベット語訳では「無垢の処
における (amalepade) J と読める。但し，漢訳および安慧釈は「不動の処において」を支持す
る。なお，舟橋尚哉『ネパール写本対照による大乗荘厳経論の研究.! (昭和60年)pp.132・133参
日否。
































〔所有複合語である。〕その場合 I三種の顕現」とは処 (pada) としての顕現と，
対象 (artha) としての顕現と，身体 (deha) としての顕現とである。さらに
「三種の顕現」とは，意 (manas) と取 (udgraha) と分別 (vikalpa) としての
顕現である。意とは常に汚れているもの(末那識)であり，取とは五識身であり，
10) 前註参照。



















































































子 (bija) と言われるのであって，アーラヤ〔識〕が所取と能取の垢 (mala)
を離れることによって転依する時，三種の法もまた転依する。三つとは何か。
(1)処 (pada) として顕現するものと， (2)対象 (artha) として顕現するもの
と， (3)身体 (deha) として顕現するものである。このうち， (1) r処
(pada) J とは器世間である大地であり，それが転依する時，溝(Ilamgrog)や
峻険な場所 (gYanssa)等が時間を追って消滅し，水晶や瑠璃等の〔大〕地が
現れ出る。 (2) r対象」とは色 (rupa) より法に至る六境を言う。それらが転依
することにより，仏地 (buddhabhumi)の段階の時，知意樹等の種々の受用物
(bhoga) として現れ出る。 (3) r身体」とは眼根より意根に至る六根を言う。六
根が転依した時，一つの根によってすべての根の利益を為すことが可能となり，
15) 早島理教授による西蔵文校訂テキストより訳す。 o.Hayashima，“Chos Y ons Su Tshol Bal;1i 
Skabs or Dharmaparye;;ty AdhikaraぺPartI i'長崎大学教育学部人文科学研究報告』第27号
(昭和53年)， pp. 112-113. 
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百十二の功徳を獲得し，仏陀の身体の如くに現れ出る。このように三つの法が転
依した無漏界が解脱と言われるのであって，この解脱の所依の中に聖なる声聞も
入札独覚も入り，諸々の菩薩たちも入る故に「それはあらゆる場所に遍在する
ものの所依 (sarvatragasraya)J と言われる。解脱の所依の中に三乗の人すべ
てが入るからである。
この注釈文を，あえてここで問題にしている『無量寿経論』の所説，あるいはその
元となる浄土思想を説く経典に半ば強引に当てはめてみれば，無論これが安慧という，
被注釈文献に対してはどこまでも伝統に忠実に祖述を心がけたはずの注釈者の文言で
あることを十分に認識した上であえて述べるなら，これらが(1) r処」の転依が実現
されたことによる安楽世界の環境のすばらしさ， (2)安楽世界に存在する者の認識す
る対象のすばらしさ，そして (3) それらを対象とする側(安楽世界に存在する者)
の認識の自由自在性という，仏国土，および阿弥陀仏と菩薩の功徳荘厳に関連させて
解釈することも許されなくはないのかもしれないが，筆者は，そこまで踏み込む文献
的根拠は何等持ち合わせていない。
〔付記〕本稿で引用した『大乗荘厳経論』の「菩提品J r述求品」の偶と注釈については，
高崎直道博士によって『入拐伽経』の所説との関連で考察されているので参照していた
だきたい。「入拐伽経の唯識説 “Deha-bhoga-prati?thabharp Vijnanam"の用例を
めぐってJ IF仏教学」創刊号(1976)pp.1-26. 
